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●研究内容 

 多変量解析における決定方式の許容性につい

て、主に研究してきた。共分散行列の同等性の問

題、平均ベクトルと共分散行列の同等性の問題、

共分散行列が等しくない場合の判別法、線形制約

問題、共分散行列に対する片側検定、等方性

（sphericity）の検定、共分散行列の線形構造の

問題等について許容的決定方式を提案した。

Bayes 方式を導出する際の事前分布の与え方につ

いて、いくつかの補助定理を与えた。統計量の漸

近分布、極限分布についても導出、検討した。共

分散行列が等しくない場合、最尤判別法に関連し

た 3種の判別法について、シミュレーションで比

較をした。 

実データへの応用として、生活環境データにつ

いて、統計的解析を行っている。主に河川水質デ

ータを収集し、分析、検討を行っている。 

 

 

●期待される成果と応用 

 決定方式は提案されるだけでなく、その方式が

不偏性、許容性、有効性等の良い性質をもってい

ることは重要である。許容性の研究は、個々の決

定方式を使用する際にその有効性、妥当性を保障

するという意味がある。 

 人間の生活において、水は大きな役割をなして

いる。環境保全、利水のためにも河川水質をつね

に監視、管理していく必要がある。 

 

●想定される連携先 
 大学研究室 
 環境系研究機関 


